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本論は、’九九○年代以降における沖縄の社会変動と反基地運動を通して、以下の三点を明らかに
するものである。はじめに、沖縄における運動を日本における戦後社会運動論の系譜のなかに位置づ
け
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
運
動
の
「
他
者
化
」
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
一
九
九
六
年
の
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
（いつの９巴ン日ＣｐＣｏヨョ言のの○二○六旨四三四）合意以降に行われたアクティヴイズムの中でも、とりわけ
二○○七年から直接行動が開始された、沖縄本島北部に位置する東村高江における座り込みに焦点を
あて、これがなぜ、そしてどのように生起したのかを明らかにする。最後に、一九九六年以降の沖縄
のアクティヴイズムにおける変化の側面に注目することで、その先の可能性の一つとして社会運動研
究のアジアへの、さらにはそれを介したグローバルな視点へ接続の必要性と、そのための理論的・実
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筆者は、東村高江区における米軍ヘリ着陸帯建設工事に反対する（以下ヘリパッド建設反対運動と
表記）住民と支援者の座り込みに参与しフィールドワークを行い、様々な人々と対話するなかで、「賛
成」と「反対」というありきたりの、しかし当該地域に大きな禍根を残すことになるこの二元論的世
界の構築条件は何か、すなわち抗争における枠組みとルールの形成はいかなる条件に起因するのかと
（１）
い
う
問
い
に
直
面
し
た
（
森
啓
輔
一
一
○
一
一
）
。
沖縄戦後における社会運動は、言うまでもなく一九五一年対日講和条約第三条に規定された米軍に
よる占領状態の継続を根源としている。これにより日本本土と分断ざれ米軍政が敷かれた沖縄におい
て、社会運動の現出は米軍占領に対する土地返還運動としてはじまる。阿波根昌鴻に象微され語られ
（２）
（３）
（４）
る｝」との多い伊江島や伊佐浜の土地闘争に始まり、「島ぐるみ」闘争、一坪反戦地主闘争、昆布闘争、
コザ「事件」、全軍労スト、安田伊武岳射撃演習場阻止闘争、県道一○四号線実弾射撃演習阻止闘争、
本部町豊原自衛隊Ｐ３Ｃ阻止闘争、安波ハリアー・パッド建設阻止闘争、辺野古の海上基地建設阻止
闘争や、後に論じる東村高江におけるヘリパッド建設反対運動などへと、様々な反戦反基地運動が、
証的視座について述べる。
１
「
沖
縄
」
を
分
断
す
る
二
元
論
の
起
源
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（５）
戦後から現在まで断続的に行われて》こた。また同時に、ＣＴＳ闘争に端を発する琉球弧の住民運動や、
（６）
新石垣空港建設反対運動、そ‐して泡瀬干潟を守る環境運動など、過度な開発や経済主義を批判し、地症
、
咄
向
域主義や住民自治という思想のもと、展開された運動もあった。
へ
これらの運動の系譜は、復帰後も終わることがなかった「平和主義」と「軍国主義」のダプルバイ畔ム
ンド（吉見俊哉二○○七）として出発した日本「本土」の戦後に条件付けられた対日講和条約第三ズⅢ”
条と、「復帰」後の日米安保条約第五条と第六条による「軍国主義」的現実へ押し込められる｝」とへの、誠
沖縄からの異議申し立てと自己解放の試みであったと言えよう・これらの実践において、とくに復帰諺
運動後期になると「沖縄」という存在に根底から異議を唱える思想と実践も生まれる。反戦復帰論と誠今夕
反復帰論はその中でもとりわけ決定的な潮流である（森宣雄二○一○”四二’四）。さらに復帰運縄
動において希求された軍事基地撤去が果たされることはなかった後、現在まで軍事基地は削減される鉱
どころか、日米政府の「負担軽減」というレトリックによるさらなる軍事施設の近代化Ⅱ駐留の恒久準
化をもたらしている。「平和」な米国像の資本主義的消費の一方で「戦争」のための軍事施設の駐留聴を
し」それに伴う殺人やレイプなどの剥き出しの暴力の発現という米国の二面性は、復帰後の本土資本に趣
よる観光地化というヘゲモニーにより、日本本土のみならず沖縄を一一元的・局地的にさらに細分化・鰭
分断化することとなる。この過程において占領下の「風景」は消失し、その枠組みにおいてあった主蠅
ｌ客の認識構造も同時に棄却される。そして立ち上がる新たな「風景」において生成する主－客のⅢ
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関係性が、復帰後の「沖縄」を形成していく（田仲康博二○一○、徳田匡二○一一）。
現在における「基地／経済」という問題群の二元論的語りは、現代日本の「二つの」憲法ｌ日本
国憲法と日米安全保障条約／対日講話条約第三条ｌをその遡及的根源としている。この二面的な構
成的権力は、「抵抗権」の「統治行為論」による切り崩しに代表される平和憲法の機能不全を生成し（阿
（７）
部小涼一一○一一》七一一一）、ゆえに異議申し立ての可能性は「未発の社会運動」として帰結する。日
本国憲法と安保条約／対日平和条約第三条という最高法規のダブル・バインド的存在は、水面上では
双方の独立性を「純化」した形で担保する。しかしながら水面下では「混清」「翻訳」（因『ｇｏＦｍＳこ『
一九九三Ⅱ二○○八）を続けながら増幅し、米国の東アジア戦略の局面に大きく左右されながら水面
下
Ⅱ
「
密
約
」
（
吉
田
敏
浩
二
○
一
○
）
と
い
う
形
で
政
治
ｌ
憲
法
ｌ
軍
事
化
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
増
幅
さ
せ
て
いく。それが社会や生活の隅々にまで浸透し、発動し、隠蔽し、効果することで、沖縄のみならず日
本に生きる人々それぞれの生きられる経験を刻印していったのである。ゆえに、上記の二元論的語り
を生成し、「真理」として推し進めた諸権力の系譜をもう一度遡ること、同時に日本における社会運
動研究という知の系譜を振り返ることが要請される。
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Ｚ
ｌ
１
日
本
に
お
け
る
戦
後
社
会
運
動
論
の
系
譜
そ
れ
で
は
ま
ず
、
日
本
に
お
け
る
社
会
運
動
（
論
）
研
究
を
外
観
し
て
み
よ
う
。
日
本
に
お
け
る
社
会
運
動
研
究
は
一
九
八
○
年
代
以
降
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
枠
組
み
に
お
け
る
分
析
か
ら
の
脱
却
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
（
長
谷
川
公
一
・
町
村
敬
志
二
○
○
四
）
。
そ
の
後
二
○
○
六
年
に
「
社
会
運
動
の
今
日
的
可
能
性
」
と
題
さ
れ
た
特
集
が
組
ま
れ
る
ことになるが（『社会学評論』印［２］）、欧米からの理論輸入を除き、実質的に戦後から一九七二年
の
復
帰
ま
で
沖
縄
の
情
況
を
自
己
再
帰
的
に
分
析
す
る
こ
と
な
く
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
分
析
枠
組
み
を
基
軸
と
し
な
が
ら
現在に至る。片桐新自（一九八五）は、戦後の日本における社会運動論研究を、ファシズム運動、労
働
運
動
論
、
大
衆
運
動
論
な
ど
を
経
由
し
た
初
期
の
社
会
運
動
論
理
論
研
究
の
噴
矢
的
な
出
来
事
と
し
て
、
一
九
六
一（９）
年
に
行
わ
れ
た
日
本
社
会
学
会
で
の
社
会
運
動
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
取
り
上
げ
て
い
る
（
日
高
六
郎
他
一
九
一
ハ
ニ
）
。
こ
の
潮
流
を
片
桐
は
「
社
会
学
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
み
る
場
合
、
実
は
そ
の
一
九
六
一
年
と
い
う
時
点
の
も
つ
意
味が十分に考慮されなければならない」（片桐一九八五］一○八）とする。なぜなら「勤評、警職法、
安保と続いてきた国民運動が一段落し、今後の運動を如何に進めていくかの模索が行われていた時期
に
あ
た
っ
て
い
た
」
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
社
会
運
動
研
究
は
、
日
本
本
土
に
お
け
る
社
会
運
動
と
連
動
し
な
が
ら
精
錬されており、これを機に社会運動も運動研究の対象も変化していく。一九六○年の安保闘争以後、「べ
（８）
①
色
社
会
学
的
社
会
運
動
論
に
お
け
る
歴
史
的
相
違
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２
－
２
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
な
ス
ケ
ー
ル
に
お
け
る
社
会
学
と
社
会
運
動
研
究
批
判
上に示した日本の社会運動研究における沈黙は、興味深いことに新崎盛暉と共に『沖縄問題二十年』
（叩）
（一九一ハ五）を刊行した中野好夫の驚きと重なる。中野は「正直にいうが、少なくともわたしは、戦
後沖縄県民の間から祖国復帰の運動が起こるなどとは予想しなかった」と述べつつ「歴史的な収奪、
差別的処遇があった上に、さらに最後に沖縄戦という犠牲を強いられた人々が、もはや祖国に愛想を
つかして、日本からの離脱を考えたところで、わたしとしてはとうてい一言もなかったからである」
と言及する。しかしその後一九六○年の祖国復帰協議会設立など強い日本復帰への動きに「正直にい
平連」運動、新左翼運動、全共闘運動、対抗文化の学生運動、環境をめぐる住民運動、女性、「部落」
住民、障がい者、在日外国人差別からの解放運動が対象にされ、同時に欧米から輸入された運動諸理
論の導入により、社会運動研究と運動論も多岐に渡っていく（片桐一九八五二一一四－七）。しか
しながらシンポジウムの翌年刊行された社会運動特集には「平和運動」や「基地撤廃（あるいは反対）
運動」への言及はありつつも、同時代における沖縄の社会運動への言及は見当たらない（『社会学評論』
已丁］）。それは日本の社会運動研究の基礎が、時代による認識論的断絶を含みつつ、潜在主権者と
し
て
沖
縄
を
忘
却
す
る
と
同
時
に
「
他
者
」
と
し
て
の
沖
縄
を
生
成
す
る
こ
と
で
自
己
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
いか、という問いを導く。
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って驚いた」「これは絶対に応えなければならない義務と賞任があることを直観した」と述べている
（⑪）
（”Ⅲ１．Ⅳ）。中野や新崎盛暉（［二○○｜］一一○○七、二○○五ａ、［一九九六］一一○○五ｂ、［’九八六］
一九九五、一九七六、［一九六五］一九七一、一九七○）の精力的な仕事を除けば、社会運動論（史）
（皿）
研究として戦後から復帰までの沖縄を同時代的に分析した論文は決して多くない。復帰後、沖縄は日
本本土のアカデミズムに再編されるが、その後の社会運動論における「後期資本主義社会」という系
譜や「新しい社会運動」の発生条件など、必ずしも同時代的に自明とすることができないような状況
（囮）
が沖縄にはあると一回ってよい。ゆえに日本の社会運動研究のナショナルな性格は、社会学一般におい
ても正面から問われなかったのではないか。矢沢修次郎（二○一一）はこれからの社会学の展望にお
いて、酒井直樹（一九九六）を介しながら、国民共同体という強固なナショナル・アイデンティティ
を批判的に捉え、「社会学の国際化」を展開するためには二つの方法があるとする。
同様のことは、社会運動研究においても指摘可能である。沖縄社会には、いみじくもｅ目の目３
勺目・里（二○○五ｍ七）が述べるような暴力の「全体的社会的事実」として軍事基地が埋め込まれ、
一つはこの形象に徹底的に自覚的でありながらこの共同体に内在し、いわば「卵を内側から割っ
てゆく道」であり、もう一つはこの国民共同体の外にでていく道である。（矢沢二○一一Ｍ四）
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生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
決
定
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
復
帰
後
の
沖
縄
総
合
開
発
計
画
に
よ
る
巨
大
な
公
共
事
業
に
よ
る近代化は、占領期の米軍政と日本の潜在的主権という特殊な基盤の上に成り立ち統合された沖縄の
内部に、あらたな格差と差異を生産した。本土化する復帰後の沖縄もこのコンテクストの上にあるの
で
あ
り
、
社
会
運
動
論
自
体
も
片
桐
新
自
二
九
八
五
）
が
行
っ
た
よ
う
に
、
歴
史
化
と
文
脈
化
と
い
う
モ
メ
ン
ト
に
お
い
て
再
考
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
沖
縄
に
お
け
る
社
会
運
動
は
、
歴
史
と
文
脈
自
体
が
既
に
脱
－
国
家
的
な
裂け目を内包しているがゆえに、その「歪み」から批判的に思考することを相対的に可能にしている。
し
か
し
矢
沢
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
批
判
か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
と
、
性
急
に
到
達
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
「
戦
後
日
本
」
が
国
境
を
「
本
土
」
の
内
に
閉
じ
込
め
再
創
造
し
な
が
ら
植
民
地
経
験
を
忘
却
し
て
い
っ
た
枠
組
み
を
、
批
判
的
に
開
い
て
い
く
機
会
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
ゆ
え
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
批
判
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
べ
き
歴
史
的
経
験
を
問
う
可
能
性
を
自
閉
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
このような文脈において、【巨目‐房冒ｍｅの。（二○一○Ⅱ二○一一）の議論は生産的である。ｓのコ
は日本、そして沖縄を「方法としてのアジア」という視座に接合する。それは「日本」という構築物
を
歴
史
的
生
成
の
根
源
的
不
在
へ
と
向
か
わ
せ
る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
ｅ
目
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
現
代
の
、
かつての宗主国としての日米、そして植民地（そしてこれからの超大国）としての中国と、台湾、韓国、
沖
縄
と
い
う
関
係
性
に
お
い
て
、
問
い
を
設
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
「
脱
植
民
地
化
」
と
「
脱
帝
国
化
」
に
よ
る
解
放
は
、
そ
れ
を
担
っ
た
国
々
に
お
い
て
同
時
に
6６
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２
－
３
終
わ
り
の
な
い
戦
争
と
戦
争
経
験
の
現
実
的
回
帰
この文脈において、日本の社会運動研究の視点からでは見えにくい部分が、沖縄の社会運動から相
対化可能である。それは、戦争ｌ占領という歴史系である。二言日の目目一一は沖縄において反基地の
もたらされなければならないとする。この関係性においてｅ目が付け加えるのは、「脱冷戦」である。
「植民地」「帝国化」「冷戦」という一一一重の状況を目の前にして昌呂は「自己変革すること、そして
同時に既存の知識構造を転換すること」を目標とし、この自己変革の根本的な意義は「アジアの視野
におけるイメージとメディアを通じて、アジアに位置する各社会がお互いに見つめ合い、お互いを参
照枠として、自身の認識を転換させること、このことを基礎として、さらにアジアの多元的な歴史経
験から出発して、実際の状況としての台湾とアジアの経験に基づいて世界史を理解すること」（一三六）
（Ｍ）
なのである。｝」れは矢沢（一一○一一）が前記で述べた「共同体に内在」するか「外にでていく」とい
う
二
択
の
道
と
い
う
も
の
を
「
翻
訳
」
と
い
う
媒
介
を
通
じ
な
が
ら
同
時
に
、
す
な
わ
ち
共
同
体
に
内
在
し
つ
つ
、
か
つ外に出て行くという道を同時に達成していくことを、まず「方法としてのアジア」を用いて行うこ
とに他ならない。固有の歴史経験を通じながら、同時に歴史により形成された自己を脱中心化しつつ、
歴史をも逆照射しながら変化させていくという作業により、新たな主体と関係性は構築されていくの
である。
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社会運動を駆り立てた主要な力は「ＮＩＭＢＹの政治や政治的経済的譲歩でもなく、沖縄の抵抗者
（ｂ『。〔田［の扇）にとって、最も基本的かつ影響力が強く永続的な懸念は（８口、の『。）は、もっともなこ
とだが、戦争そのものである」（日目一一二○○六叩三）と述べる。戦争を経験するということは、そ
の後の世代にとって決定的に経験不可能な出来事であるとしても、体験者にとっては「戦後」という
枠組みで語られる記憶ではない。むしろ、終わらない戦争の中で自らが極限状態において経験してき
たことの教訓がなんら得られていないという状況を繰り返し「経験」することであると言える。ポス
ト・コロニアル、そして／またはネオ・コロニアルな状況における社会運動は、戦争そのものを凝視
せずに未来へと先延ばしにしてきた日本の「戦後」に裏打ちされた「復興」の歩みの中にはついに生
起しなかった問題ではないだろうか。とはいえ、戦後日本運動研究は「平和主義」的かつ生産主義的
経済主義内部において、公害、アイヌ・部落民差別、女性差別、外国人排斥、原発、など社会の外縁
（脂）
部に新たな他者が「人種化」の下で形成・放置されてきた｝」とを問題化してきた。そのような例外状
態の構築に異議を申し立てる様々な運動の生起と、それらと沖縄の運動との有機的な繋がりは絶えず
思考されなければならない。ゆえに社会運動研究は、沖縄における社会運動の分節化のために、沖縄
における状況そのものにより、大きく修正あるいは転換されなければならない。そしてアジアに開か
れる社会運動研究としての足場を獲得されなければならない。この試みの一歩として、現代沖縄にお
ける社会運動を東村高江区におけるヘリパッド建設問題を中心に考察した後に、社会運動研究におけ
6８
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３
１
１
社
会
が
運
動
に
与
え
た
影
響
一九九六年ＳＡＣＯ合意以降の沖縄における社会運動は、新崎盛暉が述べるところの「三つめの波」
（『目一」二○○六》七）としてかつての島ぐるみ闘争を祐佛させるような規模で、保革を隔てること
なく超党派的に組織され多くの個人や団体を動員した。しかし、この流れは、その後沖縄本島北部を
中心に行われる巨額の補助金行政により、急速に力を失っていく。
る新たな視座を考察していく。
３失われたアクティヴイズムの「長い一○年」
沖縄における社会運動について考えるとき、その多くが、米軍基地にまつわる諸問題を根源とし、
直接・間接に関係・介入していることは、改めて強調してよい。だが、沖縄という状況が社会運
動に与えてきた影響を考えるならば、どうだろう。沖縄戦から終わらない占領が続いている。何
も変わっていないにもかかわらず、現在の社会運動の質的変化を看取しようとすれば、それは、
どのような事態によるものであろう。（阿部二○一一エハニーーーー）
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上記の論考において阿部は、「質的変化」の引き金として「二○○五年一○月に発表された日米軍
事再編計画という局面を迎えながら、’九九六年ＳＡＣＯ以降の日本政府による温情主義的補助金行
政が、沖縄の運動を解体していった、沖縄アクティヴイズムの失われた長い一○年間ではないか」（阿
部二○一｜、六二）と考えるに到る。一九九六年のＳＡＣＯ合意に端を発した島田懇
談会事業に
代
表される「温情主義的補助金行政」により、沖縄本島北部行政は経済構造的に大きく変容した。その
変容は「失われたアクティヴイズム」として、換言すれば抵抗運動の不可能性のあらわれとして感知
される。この不可能性の表出は、「徹底的で可視的な暴力的弾圧ではない形で継続された、反基地運
動の『島ぐるみ』的契機に対する切り崩し」であった。しかも、経済的に疲弊する地方自治体を作り
出
し
て
い
る
新
自
由
主
義
的
で
中
央
集
権
的
な
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
補
助
金
政
策
は
そ
の
依
存
装
置
を
深
く
地
域
行
政
（脳）
に食い込ませながら根を張っていく。さらに住民投票などの直接民主主義的な反対の意思が、政策に
反
映
さ
れ
な
い
と
い
う
事
態
も
起
き
て
き
た
。
この構造的変遷において、「質的変化」とはいかなる枠組みにおいて行われたのだろうか。沖縄に
お
い
て
そ
れ
を
分
節
化
す
る
た
め
に
は
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
状
況
に
介
入
し
続
け
て
い
る
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タディーズの視点、特に社会運動（論）研究とのつながりにおける理論的装置が有用となる。なぜな
ら、沖縄という状況から思考することが、「占領」や「植民地化」という不均衡な相互的プロセスや、
統治者と被統治者という関係性における主体化Ⅱ従属化という複雑な経緯において営まれてきたに他
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３
１
２
多
元
的
自
己
ｌ
関
係
論
的
主
体
概
念
と
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
こ
こ
で
上
野
俊
哉
が
指
摘
す
る
多
元
的
自
己
と
い
う
概
念
を
参
照
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
は
植
民
地
主
義
や
「
占
領
」
を
体
験
し
た
人
々
の
歴
史
が
形
成
し
て
い
く
「
二
重
意
識
」
へ
の
省
察
で
あ
る
。
「
自
己
を
も
う
ひ
と
つ
の
世
界
（
白
人
世
界
）
の
啓
示
を
通
し
て
の
み
見
る
こ
と
を
許
し
て
く
れ
る
世
界
」
に
お
け
る
「
た
え
ず
自
己
を
他
者
の
目
に
よ
っ
て
み
る
と
い
う
感
覚
、
軽
蔑
と
憐
び
ん
を
た
の
し
み
な
が
ら
傍
観
者
と
し
て
眺
め
て
い
る
も
う
一
つ
の
世界の巻尺で自己の魂を計っているような感覚」（三・回国・口邑○一⑫．Ｓ８Ⅱ］。①山卵』、‐］①）は、主体
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
、
そ
の
起
源
と
し
て
分
裂
す
る
も
の
と
し
て
感
知
さ
れ
る
。
上
野
俊
哉
二
九
九
九
）
は「新しい社会運動」を巡る理論的考察を通しながら、新たな「主体」の概念について述べている。
（Ⅳ）
とりわけ注目に値するのは、上野がシ一ケの『（○三の一巨同、一の議論を通しながら述べる「ノマド的主体」形
成の条件についてである。
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「個人としての主体」という形而上学的な観念から、メルッチは「個人を個人にしているプロセ
ス」や「われわれそれぞれを自律した行為の主体たらしめているプロセス」に力点を移すことを
主
張
す
る
。
運
動
や
社
会
の
な
か
の
様
々
に
複
合
し
た
位
置
取
り
を
生
き
る
「
多
元
的
自
己
の
個
体
性
」
は
「
個
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関係的な「プロセス」としての主体形成、そして開かれた二つの場」としてのアイデンティティ
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
そ
の
中
心
的
な
場
と
な
る
身
体
の
身
体
化
を
関
係
的
に
構
築
す
る
。
この概念をとおして、阿部が述べる「質的変化」が看取可能なのではないか。それをここでは、「反
復する関係の束としての不変と変容」と読み替えて解釈すると有益だろう。沖縄における社会構造・
変動を大きく規定してきた歴史としての「軍事主義」は「不変に」反復される。ゆえに軍事基地は固
定
化
さ
れ
続
け
る
。
一
方
、
社
会
と
そ
こ
に
埋
め
込
ま
れ
た
社
会
運
動
の
関
係
性
は
反
復
し
つ
つ
「
変
容
」
し
て
い
く
が
ゆ
え
に
、
運
動
主
体
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
も
変
化
す
る
。
こ
の
地
平
に
お
い
て
、
運
動
と
そ
れ
へ
の
参
加
を
規
定
す
る
身体そのものが、それぞれの自己において「繰り返し変わりながら」朽ちては、また生まれ、同時に「継
続されてきた」からこそ、辺野古や高江という新たな形態の運動が誕生してきたのであり、阿部はこ
れを多層的な「質的変化」と看取している。
それゆえに、阿部が指摘する一九九六年からの沖縄における「失われた、年」への分析は、基地・
軍隊に対抗する人々のアクティヴイズムが、階級闘争や民族闘争という枠組みのみならず、フェミニ
になること」ごｓくこ巨昌・コであるとメルッチは言う。今や彼にとってアイデンティティとは「本
質」ではなく「一つの場」四ｍの丘として開かれ、それはある種のシステムやプロセスそのものと
して自ら変わり再構造化する変容体となる。（上野俊哉一九九九血二一一一七）
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（旧）
ズム、反公害運動、自己決定権、アイデンティティ、アートレ」政治などの「新しい社会運動」や「文
化Ⅱ政治運動」（毛利嘉孝二○○三）へと合流・反復・変革していく過程において、日米の沖縄に
おけるヘゲモニーがそれらを規定し、制限し、切り崩していくなかで非可能態として消えていった運
動を踏まえつつ、論じることに他ならない。高江の座り込みは、二○○五年の日米合意の後、ＳＡＣ
Ｏ以降に補助金行政が徐々に効果してくる時期に問題化し座り込みへと帰結していく、一つの小さな、
しかし稀な運動の可能態の表出であった。
一九九五年二月一九日、村山富市首相（当時）とゴア副大統領（当時）の会談で、普天間飛行
場を中心とする在沖米軍基地の返還を唱えた「沖縄の施設と区域に関する特別行動委員会（ので⑦：一
ある。 ４
１
１
東
村
高
江
区
に
お
け
る
ヘ
リ
パ
ッ
ド
問
題
の
系
譜
以下では、東村高江区におけるヘリパッド問題の系譜を検証していく。高江の座り込みは、なぜ、
そしてどのように生起したのだろうか。そのためにはまず、一九九六年のＳＡＣＯ合意に遡る必要が
４ＳＡＣＯ最終報告と高江区におけるヘリパッド建設計画の浮上、そして座り込みの
は
じ
ま
り
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４
１
２
普
天
間
代
替
施
設
の
軍
民
共
用
空
港
案
浮
上
’
一
九
九
七
年
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
合
意
で
合
意
さ
れ
た
普
天
間
代
替
海
上
へ
リ
ポ
ー
ト
建
設
は
、
当
時
の
革
新
政
権
で
あ
っ
た
大
田
県
政
か
ら
拒
否
さ
れ
る
。
一
方
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
合
意
を
受
け
て
一
九
九
七
年
一
月
、
東
村
の
宮
城
茂
村
長
（
当
時
）
は
、
沖
縄
自
動
車
道
の
北
部
延
伸
と
絡
め
て
東
村
内
へ
の
海
上
基
地
受
入
れ
を
容
認
す
る
姿
勢
を
表
明
し
た
が
、
そ
の
後
東
村
区
長
会
が
こ
れ
に
反
対
す
る
要
請
行
動
を
展
開
す
る
。
二
五
日
に
は
代
替
へ
リ
ポ
ー
ト
誘
致
反
対
区
民
総
決
起
大
会
が
開
か
れ
、
二
七
日
に
は
仲
嶺
久
美
子
高
江
区
長
（
当
時
）
ら
が
東
村
役
場
を
訪
れ
、
宮
城
村
長
に
対
し
誘
致
反
対
を
要
請
す
（旧）
る。東村区長会も｝」れに反対する要請行動を展開、同年一一一月に村議会に臨み、一九九七年度村施政方
（鋤）
針
演
説
に
お
い
て
海
上
基
地
誘
致
問
題
に
反
対
し
誘
致
発
言
を
撤
回
し
た
。
高
江
区
に
は
、
一
九
八
一
年
に
米
軍
が
近
隣
に
垂
直
離
着
陸
機
ハ
リ
ア
ー
の
離
着
陸
場
の
建
設
を
始
め
た
が
、
住
宅
地
域
や
学
校
か
ら
近
く
危
険
を
及
ぼ
す
な
ど
ン目○二Ｃ・ヨョーヰのの。ごロロ一三の②四己日の目日○六ヨ四三四》以下ＳＡＣＯと略記）」が設置される。一ヶ月
前
の
一
九
九
五
年
一
○
月
二
一
日
に
は
、
県
議
会
全
会
派
、
沖
縄
県
経
営
者
協
会
、
連
合
沖
縄
、
沖
縄
県
婦
人
連
合
会
、
沖
縄
県
青
年
団
協
議
会
な
ど
一
八
団
体
が
呼
び
か
け
「
米
軍
人
に
よ
る
少
女
暴
行
事
件
を
糾
弾
し
日
米
地
位
協
定
の
見
直しを要求する沖縄県民総決起大会」が行われる。県民大会には、保革の壁を越えて政党や財界も全
面
的
に
参
加
、
海
上
の
宜
野
湾
市
海
浜
公
園
に
は
八
万
五
○
○
○
人
が
集
ま
り
、
石
垣
市
や
平
良
市
、
奄
美
大
島
の
名
瀬
市
で
も
支
援
集
会
が
行
わ
れ
た
（
新
崎
二
○
○
五
ｂ
二
五
四
’
’
五
八
）
。
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４１３ＳＡＣＯ合意による北部訓練場の部分返還条件としてのヘリパッド建設計画’一九九六
－’一○○六年
高江区に降りかかる基地移設問題は、普天間代替候補地としてのみではなかった。一九九六年のＳ
（鰯）
ＡＣＯ〈ロ意によって、北部訓練場の「過半」に当たる約四○○○ヘクタールの返還が日米政府により
合意されたが、条件として北部訓練場内に現在二二カ所あるヘリパッドの返還区域分からの移設が明
記された。
（皿）
の理由で村巫。局をはじめ村議会、高江区民に強く反対され建設を中止したという経緯や、一九八○年
（配）
代後半には国頭村安波のハリアーー・パッド建設反対運動を共に行ってきたという経緯がある。それゆ
えに、米軍基地建設計画は新しい話ではなく、東村高江は豊かな自然を育む土壌をもつ一方で、周辺
（窓）
は戦後より米軍基地として使用一これてきた。
そ
の
後
一
九
九
八
年
末
か
ら
知
事
と
な
っ
た
保
守
県
政
の
稲
嶺
恵
一
（
当
時
）
は
、
名
護
市
の
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ演習場と東村高江区の農業用地（土地改良区）を普天間代替案の軍民共用空港予定地として提示し
（脚）
た。高江区はこれをうけて、緊急の代議委員会し」最高意志決定機関である区民総会を開いて反対決議
（題）
する方針を決めた。
一九九九年一○月二二日、宮城茂東村長が新たなヘリパッド建設の受入れを表明する。高江区（喜
175沖繩社会運動を｢聴く」ことによる多元的ナショナリズム批判へ向けて
Hosei University Repository
屋武盛祥区長）は、緊急代議員集会を開いてこの問題への対応を協議し、区民総会を開き全会一致で
反対決議案を可決した（一○月二六日）。村長の突然の方針転換は、ＳＡＣＯ関連の九○％近くの高
率補助金による簡易水道の敷設や一般廃棄物最終処理場建設などのためであり、東村当局もこの総会
に出席し、ＳＡＣＯ関連費で新たな簡易水道の設置が建設可能であることを述べ、区民に協力を求め
た。翌日高江区の代表が東村役場を訪れ、水道管の敷設とヘリパッド移設問題は別問題であることを
強調し、抱き合わせによる政策を認めないと異議を申し立てたが、宮城村長は「東村は北部訓練場を
（刀）
抱えており、くう後、ＳＡＣＯ関連事業として、国や県に振興を深めて行きたい」と理解を求めた。ま
た村長はヘリパッド受入れの条件として（１）高江など一部地域への水道管の敷設、（２）一般廃棄
（詔）
物最終処分場の建設、（３）山と水の生活博物館の建設を提示した。
さらに一二月には岸本建男名護市長（当時）が、キャンプ・シュワプ水域内名護市辺野古沿岸域へ
（麺）
の海上基地受入れを正式表明（一一一月二七日）、一一八日には閣議決定され、同時に一一○○○年Ｉ一一○
（釦）
一一年度までの一○年間、延べ一○○○億円規模の北部振興策が沖縄島北部一一一市町村に対して行わ
れることになる。この振興策もＳＡＣＯ関連費同様、九○％国庫負担であり東村も普天間代替地の周
辺市町村として振興策の恩恵を受けることとなる。一九九九年度’二○○九年度までの東村がかか
わる振興策（北部広域市町村圏事務連合名義と他の市町村と共同の事業を含む）には、約一三○億円
が投資されている。これは総事業費約九○九億円の一四・三％を占めるが、東村の単独の事業だけを
7６
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（別）
みると約一一六億六○○○万円で、全体の僅か一一一％である。そのため他の北部市町村と比べると、振興
策により多くの補助金を受けているとは決して言えない。ゆえに、保守の宮城茂東村長（当時）がよ
り多くの振興策による補助金を得ようと試みたことは想像に難くない。また島田懇談会（総額約八三
六億円）により実施（一九九七年から二○○八年までの総計）された九○％国庫負担の振興策では、
東村村民の森施設整備事業が行われ総事業費は二九億八○○万円であった。ここで指摘するべきは、
一九九五年以来、日本政府による基地に関連する財政支出の割合が変化したことである。それまで政
府財政支出の中心を担ってきた内閣府沖縄総合事務局（旧沖縄開発庁）を通した振興開発費が減少し、
防衛省を通じた事業費の割合が高まっている（川瀬光義二○一○エハ五）。これは地方政治への中
央政府権力の一層の軍事的ｌ新自由主義的浸透とヘゲモニーの形成であり、「失われた一○年」の原
因ともなるものであった。
５－１具体的な建設規模の決定、明らかにされない建設理由
二○○六年二月九日の日米合同委員会で、北部訓練場の返還に伴い新設するヘリパッドを七カ所か
ら六カ所に変更し、造成規模を直径七五メートルから追加的な一五メートルの無障害物帯を伴う直径
５国、県、東村長によるヘリバッド建設の事実上の容認’二○○六年’二○○七年
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（犯）
四五メートルに変更することが〈ロ意される（図
１
．
２
参
照
）
。
翌
日
に
は
環
境
影
響
評
価
図
書
案
が
（鋼）
公表、回覧｝これるが、高江区（仲嶺武夫区長）
は
臨
時
の
区
代
議
員
会
を
開
き
、
全
会
一
致
で
反
対
を
決
議
し
た
（
二
月
一
七
日
）
。
高
江
区
に
よ
る
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
反
対
決
議
は
こ
れ
で
二
回
目
と
な
っ
た
。
仲
嶺武夫区長は同年二月二一一一日の区民総会にお
い
て
、
全
会
一
致
で
決
議
し
た
抗
議
文
を
那
覇
防
衛
局
職員（以下施設局と表記）に提出した。抗議決
議の根拠は、（１）ヘリコプター墜落事故等に
よ
る
生
命
、
財
産
が
脅
か
さ
れ
る
危
険
、
（
２
）
騒
音
による精神的ストレス及び日常生活に及ぼす影
響
、
（
３
）
や
ん
ば
る
に
生
息
す
る
希
少
動
植
物
の
保
護であった。
施設局は一一一月三日、東村高江公民館で工事
着
工
の
た
め
の
環
境
影
響
評
価
図
書
案
の
説
明
会
を
開
図１：北部訓練場の返還区域図２：返還後の北部訓練場とヘリパッド
（ゆんたく高江2010）予定地（ゆんたく高江2010）
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５
１
Ｚ
那
覇
防
衛
施
設
局
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
図
書
案
の
提
出
と
建
設
撤
回
を
求
め
る
住
民
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
動
き
県
環
境
影
響
評
価
審
査
会
は
そ
の
後
、
提
出
さ
れ
た
施
設
局
の
環
境
影
響
評
価
図
書
案
に
対
し
て
内
容
の
再
検
討
を
（誼）
求
め
る
（
七
月
一
四
日
）
。
さ
ら
に
住
民
意
見
三
九
八
件
に
対
す
る
事
業
者
の
見
解
が
付
さ
れ
た
資
料
の
施
設
局
へ
の
提
出
、
仲
嶺
武
夫
区
長
と
区
民
代
表
が
県
庁
環
境
影
響
政
策
課
を
訪
問
し
、
移
設
見
直
し
を
求
め
る
要
請
文
書
を
提
出
（
七
月
三
一
日
）
な
ど
、
高
江
区
民
は
具
体
的
な
政
治
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
働
き
か
け
る
よ
う
に
な
る
。
年が明けた二○○七年一月一六日、高江区は緊急集会を開き阻止行動決議を全会一致で可決した。
仲
嶺
武
夫
高
江
区
長
は
、
「
人
的
被
害
や
騒
音
な
ど
住
環
境
の
悪
化
な
ど
に
関
し
て
、
（
防
衛
省
側
か
ら
）
住
民
に
説
明
（頚）
なく着工するのであれば、阻止行動も辞さない」と述べ、具体的な阻止行動指針をはじめて打ち出した。
い
た
。
説
明
会
に
お
い
て
施
設
局
は
、
自
ら
行
っ
た
「
自
主
ア
セ
ス
」
を
専
門
的
な
用
語
で
住
民
に
回
答
し
、
住
民
か
ら
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
騒
音
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
は
「
運
用
に
係
わ
る
質
問
の
回
答
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
」
と
し、回答をはぐらかした。ヘリパッド建設後のヘリコプターの高江区上空における飛行回数、その高
度
、
飛
行
経
路
、
住
民
の
生
存
権
な
ど
の
住
民
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
は
、
無
言
で
対
応
し
た
（
那
覇
防
衛
施
設
局
二○○六）。一ヶ月後の一一一月二一一一日には、東村議会もヘリパッド移設に反対する抗議決議を全会一致
（魂）
で可決する。
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５
１
３
３
カ
所
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
着
エ
合
意
と
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
の
公
式
決
定
ついに二○○七年三月一一一一日、日米合同委員会は、建設するヘリパッド六カ所のうち一一一カ所の着工
に
つ
い
て
合
意
し
た
。
工
事
計
画
は
、
二
○
○
九
年
ま
で
に
全
て
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
を
完
成
さ
せ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。
防
衛
施
設
庁
は
一
九
九
八
年
’
二
○
○
○
年
と
二
○
○
二
年
’
二
○
○
四
年
の
二
回
に
わ
た
り
独
自
の
環
境
調
査
を
実
施
し
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
を
小
さ
く
す
る
方
向
で
米
側
と
調
整
し
て
き
た
と
述
べ
、
さ
ら
に
区
内
の
騒
音
に
つ
い
一
月
二
六
日
、
仲
井
真
弘
多
知
事
が
環
境
影
響
評
価
図
書
に
対
し
、
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
七
項
目
の
知
事
意
見
を
同施設局に提出し、｜｜月一一一日から二一一一日の一一一日間には、施設局が昨年に続き一一回目の自主アセスを
実
施
し
た
こ
と
を
示
し
た
、
環
境
影
響
評
価
図
書
閲
覧
を
沖
縄
県
内
三
カ
所
で
行
い
「
知
事
意
見
に
対
し
て
図
書
を
補
（諏）
正
し
た
」
と
防
衛
局
は
述
べ
て
い
る
。
（羽）
那覇においても支援ネットワークの「なはブロッコリー」が県庁で記者会見し、高江区の住民によ
る
再
三
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沖
縄
県
が
建
設
を
容
認
し
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ヘ
の
知
事
意
（調）
見を発表した一」とに抗議した（一一月一日）。高江区住民も、訓練場に隣接する同区が抱える問題を東
村
内
の
住
民
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
勉
強
会
を
開
催
す
る
（
二
月
七
日
）
。
仲
嶺
武
夫
区
長
ら
は
、
県
議
会
の
七
会
派
も
訪
ね
、
区
の
住
環
境
や
自
然
を
守
る
た
め
へ
リ
パ
ッ
ド
建
設
計
画
の
撤
回
を
要
望
す
る
意
見
書
を
県
議
会
で
可
決
す
るよう陳情した（二月一四日）。
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て
は
環
境
省
が
定
め
る
基
準
以
下
と
強
調
し
、
住
民
生
活
に
影
響
が
あ
る
場
合
米
軍
側
に
「
申
し
入
れ
る
」
と
の
考
え
を示した。沖縄県はそれに対し建設容認という従来の立場を崩さなかったため、高江区からは強い反
（⑬）
（机）
発の声があがった。’二月中には仲井真知事が高江区を視察に訪れたり（｜五日）、高江区代議会に対
し
て
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
説
明
会
が
、
施
設
局
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
り
し
た
二
九
日
）
。
四月四日には、政府が普天間代替施設へのＭＶｌ配オスプレイ配備を隠していたことが明らかに
（犯）
なる。これにより、建設されるヘリパッドには、多くの事故を起こしているＭＶｌ翠オスプレイも
離着陸するオスプレイ・パッドであることが明らかになった。
二
○
○
七
年
五
月
一
八
日
に
、
同
年
四
月
の
東
村
長
選
で
無
投
票
当
選
し
た
伊
集
盛
久
東
村
長
は
、
選
挙
公
約
で
「
ヘ
リ
バ
ッ
ド
建
設
を
住
宅
地
か
ら
離
れ
た
場
所
で
行
う
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
」
と
述
べ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
江
区
（㈹）
の代議員会に対しヘリパッド建設計画変更は難しいという』日を伝えた。その後、伊集束村長は正式に
（例）
移設容認を表明する（ユハ月一五日）。それに対し東村中央公民館で「やんばるへのヘリパッド建設七
月着工やめよう集会」（東村民有志主催）が開かれ、「安心・安全で、静かなやんばるの暮らしを要求
（欄）
する反対決議」を参加者全員で可決した（一ハ月一七日）。
しかしながら施設局が七月の着工に向けて準備を進めていることが判明する（六月二七日）。高江
区
民
の
中
で
は
、
座
り
込
み
に
よ
る
実
力
阻
止
を
行
う
と
い
う
人
び
と
や
、
反
対
行
動
だ
け
で
は
生
活
で
き
な
い
と
す
（稲）
る人びともいた。一一度の区民による全会一致のヘリパッド移設反対決議の後も、移設を押し通そうと
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６
１
１
国
内
外
の
環
境
団
体
の
支
援
一
方
的
に
国
・
県
・
村
長
の
圧
力
に
よ
り
合
意
さ
れ
た
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
へ
の
反
対
を
高
江
区
が
表
明
し
て
い
く
な
か
で
、
区
民
を
支
援
し
よ
う
と
す
る
輪
も
着
実
に
広
が
っ
て
き
た
。
一
九
九
○
年
代
後
半
の
高
江
に
計
画
さ
れ
た
海
上
基
地
案
が
出
た
頃
か
ら
ヘ
リ
基
地
反
対
協
、
高
教
祖
、
沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
、
共
産
党
県
委
員
会
な
ど
の
政
党
・
平和団体は高江区の決定を支持していた。また比較的早い時期から、環境保護団体による建設反対表
明がされていた。一九九九年には琉球列島植物分布調査チームによる「沖縄県北部訓練場内へリパッ
（禍）
ド建設予定地の見直しに関する要望書」が発表され、国際自然保護連合も日米両政府に対して希少生
（⑪）
する国側の姿勢に「地元」を措定し分断１）ていく国家的暴力が現れている。
六
月
三
○
日
、
高
江
区
で
は
拠
点
と
な
る
施
設
設
置
な
ど
、
反
対
の
直
接
行
動
の
た
め
の
準
備
が
進
め
ら
れ
、
賛
同
する市民団体も座り込みへの参加者を募る。高江住民有志と支援団体は、施設局に対し建設予定地の
いくつかの入り口の前で、七月二日朝から座り込みを開始し、施設局に話し合いを求める。施設局は
（岨）
同ｐＨ夕方、沖縄県環境政策課に工事着工届出書を提出し、沖縄県はこれを受理し、工事着工の法的手
続きが完了した。
６
支
援
団
体
、
個
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
1８２
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物の保護に努めるよう勧告。また二○○二年には、沖縄生物学会と沖縄の生物研究者有志が、環境調
（釦）
査検討書について、検討書に一示された予備的調査の信懸性が疑われるとして意見書を提出した。世界
（則）
自然保護基金（ＷＷＦ）は、’’○○○年から一一○○七年の間、一一一回にわたり日米両政府に対してのへ
（鬼）
リパッド建設中止要請をしている。さらに米環境保護団体「生物多様センター」が、国指定絶滅危倶
リ
パ
ッ
ド
建
設
中
止
要
請
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
米
環
境
保
護
団
体
「
種
の
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
を
米
「
種
の
保
存
法
」
で
絶
滅
危
倶
種
に
指
定
（鬼）
す
る
よ
う
米
政
府
に
求
め
る
準
備
を
進
め
、
ま
た
米
政
府
を
相
手
に
米
「種の保存法」によるノグチゲラ保識指定を求める訴えを連
（別）
邦地裁に起こしている。
６
－
２
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
個
人
の
支
援
な
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
二
○
○
六
年
一
○
月
に
、
那
覇
市
国
際
通
り
で
「
や
ん
ぱ
る
の
森
を
守
ろ
う
！
第
一
回
浴
衣
血
道
ジ
ュ
ネ
ー
＆
キ
ャンドル大会」を行い（図３）、年が明けた二○○七年一月
には「沖縄の水ガメを守ろう！ヘリパッド建設問題を考える
集会」を那覇で開催し、沖縄大学の桜井国俊学長らがヘリパ
（弱）
ツド建設の問題点を指摘した。〈ロ意してないプロジェクトは、 Ｉ
…
鱸
轍９輕辮“
図３：なはブロッコリー主催、国際通りを練り歩く浴衣｡e逆ジュネー
（西脇尚人２００６年10月１８日）
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二
○
○
六
年
五
月
に
「
ゴ
メ
ン
、
わ
じ
っ
て
い
い
か
？
県
民
大
作
戦
会
議
」
と
共
に
米
軍
再
編
日
米
合
意
に
つ
い
て
問
い
た
だ
す
イ
ベ
ン
ト
「
わ
じ
っ
て
い
い
と
も
！
しゃべろう！米軍再編モー大変」を那覇市で開
（弱）
催した（図４）。
ま
た
音
楽
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
ラ
イ
ブ
会
場
で
の
高
江
ブ
ー
ス
の
設
置
な
ど
も
住
民
や
支
援
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
二
○
○
六
年
八
月
に
、
音
楽
を
通
し
て
自
然
の
大
切
さ
を
訴
え
る
「
第
一
回
や
ん
ば
る
平
和
音（釘）
楽祭。ｍ高江」が高江のカフェ山甑で開かれた。
’’○○七年六月二三日の慰濡の日には、平和を
伝
え
る
慰
霊
の
日
ラ
イ
ブ
で
、
高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
間
（鍋）
題
や
辺
野
古
に
つ
い
て
の
ト
ー
ク
も
催
さ
れ
た
。
以
上
が、高江のヘリパッド問題が問題化され、建設
反対の座り込みが開始されるまでの運動の系譜
であった。
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（合意プロジェクト２００６年５月２２日）
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７
ｌ
１
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
座
り
込
み
は
生
起
し
た
の
か
それではなぜ、そしてどのように高江の座り込みは生起したのか。
高
江
に
お
け
る
座
り
込
み
は
非
暴
力
直
接
行
動
に
基
づ
い
て
い
る
。
高
江
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
’
九
九
六
年
の
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
合
意
に
よ
り
日
米
両
政
府
レ
ベ
ル
で
移
設
が
決
定
し
、
そ
れ
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
政
治
ｌ
経
済
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
圧
力
を
与
え
て
い
る
と
い
う
点
は
、
辺
野
古
の
海
上
基
地
建
設
計
画
と
性
格
を
同
じ
に
す
る
。
そ
れ
に
加
え
、
人
口
わ
ず
か
一
六
○
人
程
度
の
一
集
落
の
周
り
を
囲
む
よ
う
に
、
ヘ
リ
パ
ッ
ド
が
六
つ
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
二
○
○
六
年
の日米合同委員会レベルで明らかになる。さらにこれを住民は新聞紙上で知ることになる。この時点
において、国による建設ありきの非民主主義的なプロセスが明らかになる。なおかつ、施設局（二○
○七年九月一日に沖縄防衛局へ改組）が二○○七年に開いた住民説明会では、住民から質問されたヘ
リ
パ
ッ
ド
が
集
落
を
囲
む
よ
う
に
建
設
さ
れ
る
理
由
が
、
米
軍
の
運
用
上
の
機
密
な
の
で
公
開
で
き
な
い
と
い
う
説
明
で棄却され、かつ北部訓練場の「整理縮小と沖縄県民の負担軽減に貢献する」というレトリックで閉
幕した。以上のことから分かるように、高江区周囲に建設されるヘリパッド建設は、その理由が明ら
かでないにも関わらず着工されることになった。住民が合意形成に参加する機会を全く持たないまま、
建設は決定されたのである。ここに住民の大きな不満が生まれた。さらに、このプロセスにおいて、
７
高
江
の
座
り
込
み
の
生
起
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高
江
住
民
が
沖
縄
の
基
地
問
題
の
歴
史
を
、
新
た
な
歴
史
の
ｌ
当
事
者
」
と
し
て
取
り
組
み
始
め
た
こ
と
は
そ
の
後
の座り込み継続に決定的な出来事であった。それは、座り込み開始から二ヶ月を過ぎようとする二○
○七年八月二四日に、住民の会が結成される際のアピールに現れている。
（印）
歴史の「当事者性」を獲得するこし」は、厳しい座り込みのなかで、そこに集う人々との顔が見える
（卿）
ロ」うぞ私たちに力を貸してください。そして共にがんばりましょう。
戦
後
六
二
年
。
今
な
お
米
軍
の
占
領
下
に
あ
る
よ
う
な
沖
縄
。
全
県
各
地
い
た
る
と
こ
ろ
で
今
も
な
お
米
軍
の
横
暴
に
さ
ら
さ
れ
続
け
る
沖
縄
。
私たちはこの長い苦難の歴史を勇気と情熱で抗い続けた県民の力に学びながら、ヘリパッド建設
に反対し、県民運動に発展させ、建設を阻止するまでがんばりぬく決意です。
私たちは本日結成したコヘリパッドいらない」住民の会』に集い、村民のみなさん、県民のみ
なさんのご理解とご支援をあおぎながら、粘り強く反対運動を続けていく決意です。
ど
う
か
暖
か
い
目
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
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７－２伝統的抗議レパートリーと「新しい」社会運動、そして文化Ⅱ政治運動の合流
次に、高江の座り込み形成までのレパートリーを見てみよう。抗議のレパートリーは主に、沖縄県
や施設局や政府機関への抗議、勉強会の開催、記者会見による問題の争点化など既存の政治チャンネ
ルを使用した伝統的なものであった。環境団体の枠組みは、すでに一九七○年に国頭村安田伊部岳実
弾射撃演習阻止闘争において現れており、この事例が事実上初の組織的な沖縄における環境運動であ
（礎）
ったので、これも伝統的な運動レパートリーと一一一一口ってよい。
その後、二○○六年二月九日のヘリパッド建設の日米合意以降、辺野古新基地建設を許さない市民
（侭）
共同行動、一坪反戦地主〈室、平和委員会、韓国の平和活動家など、辺野古の反基地闘争の組織の支援
団体が高江区への支持を表明する。一方、伝統的な運動とは異なる、比較的若い人びとからなる運動
も現れている。社会運動論的に述べるならば、より「新しい社会運動」の担い手に近い組織・ネット
ワーク・個人の台頭である。那覇等の都市圏で支援する「なはブロッコリー」、後に座り込みも積極
対話により、実践と思想の両方を介して鍛え上げられて言ったものであることも記さねばならない。
高江において座り込みが開始される前にも、国頭村安田や安波、本部町豊原や名護市辺野古などで行
われていた反軍事基地の数々の抵抗の当時者にも、現場のレベルで交流し、多くの共通点を見出して
（⑪）
いたのである。
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（Ｍ）
的に支援していく有機農家のネットワークである「やんぱる七色畑ネットワーク」や、〈ロ意してない
（蝿）
プロジェクトの活動が活発化する時期である。これ芦っの団体やネットワークは、伝統的な運動のレパ
ートリーだけではなく、環境やアートというフレーミングに象徴されるような新たなレパートリーを
（“）
持つことが特徴である。「デモ」「集会」と一一一一口う代わりに「道じゅね－」「作戦会議」などの一一一一口葉を使
いながら、鋭利な言葉で現状をストレートに訴えるというよりも、より祝祭的な性格が強いイベント
（碗）
を行っていく。さらに、アーーティストの運動支援は、座り込みに参加している住民にミュージシャン
やアーティストがおり、それが運動レパートリーの一つとして確立していることと関連している。こ
れは毛利嘉孝（二○○三）が述べるところの「アートとアクティヴイズム」の間にある「文化Ⅱ政治
運動」と定義づけることができよう。このつながりはしかし、欧米の反グローバル運動に顕著な合意
形成方法としての「アフィニティ・グループ」によるものというよりも、座り込みという運動の空間
性
が
成
立
す
る
諸
条
件
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
７
１
３
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
座
り
込
み
の
空
間
性
Ｉ
歴
史
と
記
憶
を
「
聴
く
」
空
間
座り込みという空間は、そこに滞在する個々の関係性を生み出す装置としての機能をもつ。座り込
みへの行為参加の敷居の低さは、そこに参加する人々が帰属するアイデンティティや組織やネットワ
（餌）
－クなどの帰属を、全ての人々に開かれているという条件において一時的に軽減し、個々人の厳・の‐
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Ｓ‐毎８の関係性を形成することを可能にしている。そのことが、結果的に従来の上意下達の運動組
織構造により参加機会を失っていた人々の参加を促すのである。同時に座り込むということは、そこ
にいるということが重要になる。高江に座り込むという》」とは、自身の日常生活の一時的な中断と、
高江における暮らしの一時的な疑似体験を同時に行うことであり、それを通して自らが生きる日常性
の再帰的反省が促されるのである。これらの運動は、成立時期と運動の系譜の違いはあれども、座り
込むという場所を媒介としながら同時並列的に存在しているのであり、それらを予期せぬ出会いの場
として新たな運動の形態が生まれ、そのスタイルは常に関係的に現前するのである。
さらにまた、座り込みにおけるこの空間形成は、「聴く」という行為に貫かれている。それは屋嘉
比が「聴くという行為」と呼んだところのもの、すなわち「自らの解釈枠組みを肯定的に固執するあ
りかたではなく、自らの解釈枠組みを『絶えず自己破壊的に吟味し直す』ような持続的な思考行為」
（的）
（屋嘉比一一○○九Ｍ一一一六’七）が形成する空間としての座り込み、である。ここにおいては、沖
縄戦を体験した当事者の語りや占領期の復帰運動や住民運動の語りなど、多くの社会運動の経験者た
ちが集いそれぞれの個人的な経験を語る。それはそこを訪れる人々にとって、必ずしも常に居心地
の良い空間ではない。なぜなら、自らがそれまで持ち得た思考の枠組みを根底から問い直さざるを得
ない出来事が、到来する｝」とに身を任せることになるからである。個々の発話から飛び出すそれぞれ
の体験は、沖縄という自明のものであったであろう形象をずらしつつ、それぞれの「沖縄」解釈に異
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議を申し立てるものである。このなかで、「聴く」者は徹底して「聴く」ことを要請されるが、「語る」
者
も
そ
の
中
で
い
か
に
眼
前
の
人
々
に
「
語
る
」
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
自
問
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
と
はいえど、常に緊張感の漂う関係においてのみ行われるものではなく、夜の宴におけるたわいない話
の
な
か
に
突
然
到
来
す
る
こ
と
も
あ
る
。
歴史と記憶による間断無き沖縄運動史の脱中心化と再解釈化という実践は、「聴く」という行為を
通して座り込みの空間で実践され、かつ実践そのものにおいて空間が形成されるのである。この想起
と現前の空間は、ポスト。コロニアルな沖縄の運動を思考する上で避けては通れない視点であり、戦
争体験と占領という経験不可能性への想像力の喚起そのものが、忌邑（二○○六函一一一）が述べるように、
沖
縄
の
社
会
運
動
を
継
続
さ
せ
る
根
底
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
沖縄の社会運動における座り込みという行為は、そもそも担い手が使用可能な術が非常に限られて
いるなかで、最終的に動員可能であった直接行動の手段である。政治的・司法的・経済的資源を持た
ざる人々にとって、自分自身の身体を政治化し、かつ運動の表現手段とするあり方は、民主主義的直
接行動の現れであった。戦争経験とその継続としての「戦後」という批判的視座を思想的基盤としな
がら、現在の座り込みの空間は、歴史的文脈の重層性をその当事者の経験を通してインテンシヴに交
差させる。現代の座り込む人々は、先人の社会運動における時間・空間的可能性と限界を「今。ここ」
に
お
い
て
捉
え
返
す
こ
と
に
よ
り
、
自
分
自
身
の
現
在
を
分
析
し
、
来
る
べ
き
未
来
へ
と
応
対
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
190
Hosei University Repository
以
上
に
お
い
て
、
ヘ
リ
パ
ッ
ド
問
題
と
高
江
の
座
り
込
み
が
な
ぜ
、
そ
し
て
い
か
に
し
て
生
起
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
高
江
の
座
り
込
み
は
、
座
り
込
み
内
部
か
ら
は
み
出
し
、
高
江
に
お
け
る
問
題
そ
の
も
の
を
超
え
る
視座を獲得している。これは歴史という直線的時間軸のみならず、同時代の空間軸をも押し広げてい
る
。
高
江
と
い
う
小
さ
な
集
落
で
起
き
て
い
る
巨
大
な
軍
事
ｌ
資
本
主
義
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
構
造
転
換
は
、
沖
縄
に
お
け
る
反
基
地
運
動
の
み
な
ら
ず
、
日
本
国
家
の
構
造
的
矛
盾
と
い
う
視
座
猶
得
へ
と
開
か
れ
、
同
時
に
ポ
ス
ト
／
ネオ・植民地主義と冷戦が継続するアジア・太平洋へと開かれていく。
こ
の
地
平
に
お
い
て
同
時
に
、
地
域
社
会
学
的
社
会
運
動
分
析
の
外
部
接
合
の
必
要
性
が
要
請
さ
れ
る
。
地
方
の
一
地域という地域社会学的枠組みでは、ヘリパッド建設問題の根幹である「基地の存在論」を全面的に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
ｅ
の
二
（
’
’
○
一
○
）
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
の
米
帝
国
主
義
に
よ
戦後を、壷
ならない。
座り込むということはすなわち、歴史的に形成された一つの技術であり記号である。それは「過去」
という歴史的他者の行為を反復により獲得すること、すなわち、これまで連綿と闘われてきた沖縄の
戦後を、その物理的・歴史的・記憶的連関の構築物としての座り込みにおいて、現前させる試みに他
８
座
り
込
み
内
部
か
ら
、
座
り
込
み
自
身
を
捉
え
な
お
す
新
た
な
接
合
可
能
性
へ
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る冷戦下にあった諸国の歴史的経過に目を向けよ、との命題が深いところで理解可能となるのである。
基地の存在論は関係的で脱領域的であり、ゆえに「日本本土／沖縄」という枠組みから脱しつつ、東
アジアや太平洋・大西洋などで同じような境遇にある諸国・諸地域との比較検討により、分析の水平
（わ）
的な地平が開かれる可能性を持つ。その｝」とにより「ブラックボックス」の過程の比較分析が可能に
なり、かつ基地の存在が関係的であるまさにそのことにより、二つの「憲法」の「翻訳」を遡及しな
がら、それぞれの歴史的経験を理論化しつつ、新たな社会運動研究と社会運動理論の生成へと寄与す
ることが可能なのである。そのことはまさに、新城郁夫が述べるように、「互いが互いの傷を回路と
して繋がり、その傷を構造化している社会や政治のあり方への拒否を、共に模索していく営み」（二
○一百八一）に他ならない。さらには酒井が述べるような外部性という概念、すなわち「私たちが
過去を自らの過去としてみたり、そうすることによって過去を自らの現在に統合することを拒否する
ような種類の歴史記述の可能性を示唆するような」（一九九一Ⅱ二○○二和四五七）ものであり、そ
れによりナショナルな枠組みを超えつつ、社会学が社会学自身を切り崩しながら、新たな可能態とし
（、）
て実現するものなのではないか。高江の座り込みは、座り込みそのものにより｝」の開かれへと至りつ
つあり、この出現は、いやおうなく座り込みそれ自身を異なる時間と空間へと送り出すのである。
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＊句ＣＥＳ巳戸冨ｎケの］・図。ｇトのＳＥ増、○㎡、一回忌、ト①ＳＢｑどのョのミ島田貝の『ロ寓自ご硝喝覇８ミ切昌へｇ碍而○可
動§、、（損要因‐』⑯一通）・ロロ唇ロロａ（Ｆの、の巨・（Ⅱ慎改康之訳、二○一二、『ミシェル・フーコー講義集成一一一一コレ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
一
九
八
三
’
一
九
八
四
真
理
の
勇
気
』
筑
摩
書
房
。
）
＊儀保昇、二○○七、「やんぱる七色畑ねっとわ－く」『け－し風』師”四・
＊合意してないプロジェクト、二○○六、「わじっていいとも！しゃべろう！米軍再編モー大変」合意してない
プロジェクトブログ、（一一○｜二年六月一五日取得ヨロミｏ宣口四三四ざ『目］・○侭へ＆⑫ロ函『の①ン且一再の辱◎己○・目弓一）。
＊
長
谷
川
光
一
・
町
村
敬
志
、
一
一
○
○
四
、
「
序
章
社
会
運
動
と
社
会
運
動
論
の
現
在
」
曽
良
中
清
司
・
長
谷
川
公
一
・
町
村
敬
＊ｅの二【巨自‐房三⑭ｇ］Ｐ里爵閏吾為ｓｏ具．ご奉曾鳥魚島ミミ苗冒四日己□鳥の己已く・勺『の⑫⑫。（Ⅱ丸川哲史訳、一一○
二
、
『
脱
帝
国
－
方
法
と
し
て
の
ア
ジ
ア
』
以
文
社
。
）
＊
Ｃ
Ｔ
Ｓ
を
拡
げ
る
会
編
、
一
九
八
一
、
『
琉
球
弧
の
住
民
運
動
』
三
一
書
房
。
＊
土
井
智
義
、
二
○
一
二
、
「
米
軍
占
領
期
に
お
け
る
『
国
民
』
／
『
外
国
人
』
と
い
う
主
体
編
成
と
植
民
地
統
治
ｌ
大
東
諸
島
の系譜からｌ」法政大学沖縄文化研究所編『沖縄文化研究』羽二一一八五’四三三。
鶚
’
二
・
○
…
…
‐
…
…
…
…
｜
…
…
｜
川
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＊
川
瀬
光
義
、
二
○
一
○
、
「
基
地
維
持
財
政
政
策
の
変
貌
と
帰
結
」
宮
本
憲
一
・
川
瀬
光
義
編
『
沖
縄
論
ｌ
平
和
・
環
境
・
自
志
・
樋
口
直
人
編
著
、
『
社
会
運
動
と
公
共
空
間
ｌ
理
論
と
方
法
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
成
文
堂
。
＊
林
博
史
、
二
○
二
、
『
米
軍
基
地
の
歴
史
卸
世
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
展
開
』
吉
川
弘
文
館
。
＊
比
嘉
康
文
、
二
○
○
一
、
『
鳥
た
ち
が
村
を
救
っ
た
』
同
時
代
社
。
鱸
ｌ
ｌ
ｉ
圖
鱗
…
い
…
…
三
…
７
…
…
…
二
○
八
’
二
二
○
。
＊日高六郎他、一九六二、「特集社会運動」『社会学評論』⑬（１）叩二－五七。
艤
ｌ
未
下
：
…
｜
…
う
…
辮
鯛
「
訓
篭
…
…
三
…
＊
「
ヘ
リ
パ
ッ
ド
い
ら
な
い
」
住
民
の
会
、
二
○
○
七
、
コ
ヘ
リ
パ
ッ
ド
い
ら
な
い
』
住
民
の
会
（
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
守
る
会
）
結
成アピール」高江の現状ブログ、（二○’○年一二月二八日取得冑ロヘヘ【鳥山の・ニー目・ロの［への』『］患さ・宮旦）。
＊
池
尾
靖
志
、
二
○
一
○
、
「
沖
縄
の
『
負
担
軽
減
』
と
は
何
か
ｌ
辺
野
古
・
高
江
の
現
場
か
ら
考
え
る
」
『
軍
縮
問
題
資
料
』
麹⑫四四－五三。
＊
石
原
理
絵
、
二
○
○
九
、
「
や
ん
ば
る
の
森
に
ヘ
リ
パ
ッ
ド
は
い
ら
な
い
」
基
地
に
Ｎ
Ｏ
１
ア
ジ
ア
・
女
た
ち
の
会
編
『
わ
た
し
は
、
と
て
も
美
し
い
場
所
に
住
ん
で
い
ま
す
－
暮
ら
し
の
隣
で
進
む
軍
事
化
』
梨
の
木
舎
、
一
八
－
三
○
。
＊片桐新自、一九八五、「戦後日本における社会運動の展開ｌ理論的視点からの整理－」『思想』耐二一○○－
二
○
０
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＊
道
場
親
信
、
二
○
○
六
、
「
一
九
六
○
’
七
○
年
代
『
市
民
運
動
』
『
住
民
運
動
』
の
歴
史
的
位
圃
－
中
断
さ
れ
た
『
公
共
性
』
論議と運動史的文脈をつなぎ直すために」『社会学評論』師（２）”二四○－二五八。
治
の
島
へ
』
岩
波
書
店
、
六
五
’
九
四
。
＊熊本博之、二○○九、『迷惑施設建設問題の構造と地域社会Ｉ「不正義の連鎖」を生み出す構造的要因の析出』
早稲田大学大学院文学研究科社会学専攻博士論文。
＊国頭ツーリズム教会、「国頭ツーリズム協会やんぱるの森通信」（二○○九年一月一○日取得、言日へへ盲白「
○六百四三Ｐ。『函へ日②ご｝）。
＊盲。こ『・因『目Ｐ（【『目⑫』鳥：『□四ｓの旨の勺・耳の１．］の①ぃ・斎薗扁どの舟「Ｃ①§自○鳥目爵。閂Ｑご弓の厨ご勺『の脇・
（Ⅱ川村久美子訳、二○○八、『虚構の「近代」ｌ科学人類学は警告する』新評社。）
＊真喜志好一、二○○七、三句量ｑ、へ崗国研四ｓＧ冒司「爵」、（二○一二年一月一○日取得、亘已ミ一三ミミＥごＦ
日のご「白昌一②号の．豈自］）。
＊
丸
山
哲
史
、
二
○
○
五
、
『
冷
戦
文
化
論
Ｉ
忘
れ
ら
れ
た
暖
昧
な
戦
争
の
現
在
性
』
双
風
舎
。
＊目取真俊、二○一一、「高江の森にて」『一一一田文学』卯（伽）二二四－六。
＊三の一こ§シ一房耳Ｐ］の①①．尊の患亘端静恵恕国昌自こ」尽酉邑飼Ｓｍ頭目：Ｑ与国国己・ロ“日す『己函のご旨：ご
祠『厨②。（Ⅱ新原道信・長谷川啓介・鈴木鉄忠訳、二○○八、『プレイング・セルフー惑星社会における人間と意味』
ハーベスト社。）
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＊
森
啓
輔
、
二
○
二
、
『
非
決
定
性
空
間
の
権
力
地
図
ｌ
沖
繩
県
東
村
高
江
に
お
け
る
米
軍
基
地
建
設
に
反
対
す
る
住
民
の
座
り込みを通して』一橋大学社会学研究科修士論文。
＊森宣雄、二○一○、『地の中の革命』現代企画室。
＊毛利嘉孝、二○○三、『文化Ⅱ政治』月曜社。
＊那覇防衛施設局、二○○六、「北部訓練場ヘリコプター着陸帯移設に係わる説明（高江区）」情報公開資料（請
求者》士屋武信一一○一○年一一一月二三日）。
＊中野好夫・新崎盛琿、三九六五］’九七一、『沖縄問題二十年』岩波新書。
箒
ｌ
｜
伽
…
…
…
蝋
＊新原道信、二○○四、「生という不治の病を生きるひと．聴くことの社会学・未発の社会運動１Ａ・メルッ
チの未発の社会運動」『社会学研究』布“九九’一三三。
＊西脇尚人、二○○六、「浴衣行進でやんばるの森を守ろう！」ごど｛］シｚ旨三ｍ』、（二○一二年一月一○日取得、
耳百ｓｇ一目．ｇ一旦四つ目・・『函へ旨ご函へ８－．ヘ○ｍ］。」の囹思へ一自己）。
＊ｌ－－Ｌ一一○○七、「やんばるの森に新たに『移設』１束村へリパッド問題とは」『インパクション』剛“
一七九’八一。
＊岡田美乃、二○○六、「特集育てること、食べることｌやんぱる七色畑ネットワーク」『カラカラ』、、伽楽可楽。
＊岡本由希子、二○一○、「東村高江米軍ヘリパッド建設ｌ鳩山政権は座り込み住民を提訴！」『インパクション』
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＊
沖
縄
県
知
事
公
室
基
地
対
策
謀
、
二
○
○
八
、
『
沖
縄
の
米
軍
基
地
』
。
＊沖縄県企画部企画調整課、二○一○、「北部振興事業」、（一一○一○年一二月一五日取得、言日ヘン二三②．□『の【
。【三口二こつへ②一［のへぐ】の三へ８コ目の三］切已８［のご馴囹摩己Ⅱ］画巨山俸目函のⅡ〕）。
＊沖縄県労働渉外部、一九八三、『沖縄の米軍基地』。
＊沖縄タイムス、一九九六、『、年目の激動Ｉ総集沖縄・米軍基地問題』沖縄タイムス出版社。
＊大畑裕嗣・木下康仁他、一一○○六、「特集・社会運動の可能性」『社会学評論』訂（２）二一二○’一一一六八。
＊勺目□の三・ｅｇの己「・・９８§こ§、三鳥貝、．」奇骨風専穏ミ８口題目日田・の目旨ａご『旨：ご勺『の脇・
＊、四声巴・ｚｐ・酉』ｇ］・吝丙周ｇｓの弔習（、どのぃ厨鳥ミトミ喧垣円冒恩§句８ｓ白昌ミミ希着目：ト罫８ミ；
ｎｏョの一己己くの『⑰ご勺『のいい．（Ⅱ川田潤他訳・酒井直樹監訳、二○○二、『過去の声’十八世紀日本の言説における
言語の地位』以文社。）
＊
酒
井
直
樹
、
一
九
九
六
、
『
死
産
さ
れ
る
日
本
語
・
日
本
人
』
新
畷
社
。
＊清水焼、二○○七、「座り込みをして思ったことｌ沖縄・東村高江『ヘリパッド』移設工事をとめよう」『イ
ンパクション』噸函二一二’一一一。
＊新城郁夫、二○’二、「聴く思想史ｌ屋嘉比収を読み直す」『沖縄文化研究』鍋“五五五’五八○．
艫
’
二
・
一
三
…
…
…
竃
二
‐
八
三
、鞁五’八。
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＊
高
橋
明
善
、
二
○
○
一
、
『
沖
縄
の
基
地
移
設
と
地
域
振
興
』
日
本
経
済
評
論
社
。
＊高里鈴代、一九九六、『沖縄の女たち』明石書店。
＊田仲康博、二○一○、『風景の裂け目Ｉ沖縄、占領の今』せりか書房。
＊忌昌三】旨日⑩８９』今日、ご句亀§亘魯員開討ｓＧ冒司鼠勾・巨の□ぬの。
＊帯刀治、北川隆吉編著、二○○四、『社会運動研究入門ｌ社会運動研究の理論と技法』文化書房博文社。
＊徳田匡、二○一｜、「書評田仲康博箸二○’○『風景の裂け目沖縄、占領の今』」『地域研究』８坤七一’四。
＊鳥山淳、二○○九、「一九五○年代沖縄の軍用地接収ｌ伊江島と伊佐浜そして辺野古」『歴史評論』加岫三五
＊上原こずえ、二○二、「『経済開発』への抵抗としての文化実践ｌ施政権返還後の沖縄における金武湾闘争」
岩崎稔・陳光興・吉見俊哉編『カルチュラル・スタディーズで読み解くアジア』せりか書房、’一一一二’’五○。
＊上野俊哉、一九九九、『ディアスポラの思考』筑摩書房。
＊烏賀陽弘道、二○’○、「ＳＬＡＰＰとたたかう人たち（上）沖縄県・高江「米軍ヘリ演習場』」『週間金曜日』
昭（妃）二一四’五。
＊鵜飼照喜、一九九一、『沖縄・巨大開発の論理と批判ｌ新石垣空港建設反対運動から』社会評論社。
＊くぢＰ□■く亘砲ｇＰ墜目Ｑｇ魚国司の．尊の』再思只群ｓｑｇＳの目量曽“自陣蔦：口凋。⑨肖愚・勺『旨８８コ
’四九。
ごごご・勺忌協．
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二’一七。
＊
矢
沢
修
次
郎
編
、
二
○
○
三
、
『
講
座
社
会
学
旧
社
会
運
動
』
東
京
大
学
出
版
会
。
＊杼ｐ百号の貫囚ＣＥ』８房厨』屡目日鈎§＆合掌目昏用、ご扇爵・ロロョワ「－１ｍの已三ご・勺『の脇・
＊与那国週、二○○一、『戦後沖純の社会変動と近代化ｌ米軍支配と大衆運動のダイナムズム』沖縄タイムス社。
＊吉田敏浩、二○一○、『密約ｌ道米地位協定と米軍犯罪』毎日新聞社。
＊吉見俊哉、二○○七、『親米と反米ｌ戦後日本の政治的無意識』岩波書店。
＊ゆんたく高江、二○一○、「北部訓練場返還とヘリパッド位置の変化図」ゆんたく高江ブログ、（二○一○年
一月一四日取得言［ロヘヘゴの百且‐くのこす且・・『囚へョＣ昌一のいへｇワー・函へ）。
＊
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
、
二
○
○
七
、
「
米
軍
北
部
訓
練
場
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
中
止
を
求
め
る
声
明
文
」
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
ページ、（一一○○九年一月一一八日取得、胃Ｓミミニミ・三三［。『］亘口の乏切へで『のいいへ⑱８．つＳｇ］《。］登［己）。
巖
’
二
…
…
…
…
…
鰭
い
！
霧
；
ｉ
ｆ
ベ
「
芝
（二○○九年一月一一八日取得、冒口ヘヘミミミミミ［・『〕己へ回向［ごミヘミ屋臣苛へ。の言いへ画ＣｓへＢＳＳ９．三三）。
＊屋嘉比収、一一○○九、『沖縄戦、米軍占領史を学びなおすｌ記憶をいかに継承するか』世織脅房。
＊山崎孝史、二○一○、『政治・空間・場所ｌ「政治の地理学」にむけて』ナカニシャ出版。
＊矢沢修次郎、二○一一、「日本における社会学のために－国際化、文明分析、反省」『社会学評論』田（１）坤
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（１）これまで高江の座り込みについて考察されてきた学術文献は管見の限り決して多くない。先行研究は随筆も
含めると西脇尚人（二○○七）、清水暁（一一○○七）、阿部小涼（二○○八、一一○’一）、石原理絵（一一○○
九）、池尾靖志（二○’○）、岡本由希子（一一○’○）、烏賀陽弘道（一一○一○）、目取真俊（二○’一）など
が挙げられる。
（２）阿波根（一九七三）。
（３）鳥山淳（二○○九）。
（４）新崎盛暉（□九八六］一九九五）。
（５）上原こずえ（二○二）、ＣＴＳ闘争を拡げる会編（一九八一）、安里清信（一九八一）。
（６）鵜飼照善（一九九一）。
（７）新原道信（一一○○四ｍ一二三’四）。
（８）片桐新自（一九八五二一○○’一）。
（９）この成果は翌年の一九六二年『社会学評論』巴（１）に特集として掲載される。その後国民文化会議が一九
六七年一一月八・一一一・一六日に分科会として、さらに一九・二○・二一日の佐藤・ニクソン声明をはさん
だ二五日に公開シンポジウムが行われ、これが木下順二・日高六郎・田港朝昭他、一九六八、『シンポジウ
ム沖縄ｌ引き裂かれた民族の課題』三省堂新書として出版されている。
【注】
（１）
201沖縄社会運動を｢聴く」ことによる多元的ナショナリズム批判へ向けて
Hosei University Repository
（皿）周知の通り、中野は沖縄資料センターを、一九六○年一月、海野晋吉・吉野源三郎・上原専禄・加藤一郎と
共に設立した。資料は復帰後、法政大学沖縄文化研究所に寄贈された。
（ｕ）反復帰論者として代表的な新川明（二○○○恥八八’九一）も、六○年反安保闘争において「沖縄」が決
定的に抜け落ちている事実を指摘している。この指摘は、松田潤氏から頂いた。ここに感謝する。
（旧）そのほかに一九四五年から七二年を対象とした社会史・社会運動史研究として、与那国週（二○○一）と明
田
川
融
（
二
○
○
八
）
を
挙
げ
て
お
く
。
（旧）これは道場親信（二○○六叩二四三）の述べるような社会運動の「段階論」的理解と、それに基づく「奇妙な
，歴史哲学Ｌの生成とも深くかかっているように思われる。
（且）この視座は、丸川哲史が、アジアの文学を横断的に読解するなかで、日本における「冷戦」のあり方を批判
的に検証していったことと繋がる試みである。丸川は沖縄の文学実践についてもこう述べる。すなわち「沖
縄における文学実践とは、日本帝国主義の拡張と冷戦構造の敷設というふたつの地球分割の暴力の痕跡でも
あり、またその暴力の発動する場をみずからの土壌としてきた。かつて沖縄は、ベトナムでもあり、なおか
つベトナムの人々にとっての『悪魔の島』でもあった。沖縄現代文学は、沖縄という空間に絡み合う複数の
暴力と対時する長い長い闘いを続けているのである」（二○○五二八○）と。
（旧）日本本土における社会運動研究の文献を網羅しているものとして、矢沢修次郎編（二○○一一｜叩二一一一七’四○）、
帯刀治・北川隆吉（二○○四叩二四九－七六）がある。
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（Ⅳ）三の盲。。（】①の②Ⅱ⑭。。⑭）・
（旧）高里鈴代（一九九六）、秋林こずえ（二○○四）。
（
ｐ
）
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
’
九
九
八
年
一
月
二
八
日
朝
刊
。
（ｍ）琉球新報、一九九八年二月一七日朝刊及び、沖縄タイムス一九九八年一月二八日朝刊。
（Ⅲ）米軍はその後、場所を北部訓練場内ベースキャンプの南西側に変更して建設した。（沖縄県労働渉外部一
九八三二一四）
（犯）同上記事。安波のハリアー・パッド建設については、山崎孝史（一一○一○二七一一’一七八）並びに沖縄
タイムス社編（’九九六二一一五一一一’一一一五四）を参照されたい。
（鋼）国頭村の「やんぱる学びの森」のように、ＳＡＣＯ合意により一部返還された北部訓練場を、観光資源とし
て
利
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
国
頭
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
（
二
○
○
九
）
。
（型）琉球新報、一九九八年二月一六日夕刊。
（閉）琉球新報、一九九八年二月一七日朝刊。
（妬）さらにこの「過半」の内実は、いの巴へ『田舎囚＃８・の、訳という、取って付けたような過半の設定であり、「過
半」というレトリックのために設定された返還面積であるとの疑義をはさんでしまうほどのものである。
（肥）これらの経緯については鵜飼照喜（一九九二）、高橋明善（一九九六）、熊本博之（二○○九）などを参照ざ
れたい。
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（幻）琉球新報、一九九九年一○月二三日朝刊、及び一○月二七日朝刊。
（躯）琉球新報、一九九九年一○月三一日朝刊。
（羽）沖縄タイムス、’九九九年一一月二二日夕刊。
（釦）名護市、国頭村、大宜味村、東村、今帰仁村、本部町、恩納村、宜野座村、金武町、伊江村、伊平屋村、伊
是名村の一二市町村を指す。
（
訓
）
名
護
市
は
単
独
事
業
（
北
部
振
興
事
業
二
○
○
○
’
二
○
○
八
）
だ
け
で
約
二
一
五
億
円
、
島
田
懇
談
会
事
業
（
一
九
九
七’二○○七）が約九二億円、ＳＡＣＯ関連事業（一九九八’二○○七）が約七八億円、合計約三八五億
円が一○年間の間に実施総額としてある。しかしそれは一割の名護市負担を意味しており、必ずしも振興策
が市の財政を豊かにするものでないことは熊本（二○○九ｍ特に第八章）が述べている。
（犯）この設計変更に関して、アクティヴィストの真喜志好一（二○○七）は、早い時期にＭＶｌ翠オスプレイ
配
備
の
た
め
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
（羽）沖縄県知事公室基地対策課（二○○八）、また沖縄県企画部企画調整課ウェプページ（二○一○）。
（弧）琉球新報、同年一一一月二三日夕刊。しかしながら同記事で「東村議会は北部訓練場内への移設そのものには反
対せず、事実上容認する内容」と報道されている。
（躯）「北部訓練場ヘリコプター着陸帯移設事業（仮称）環境影響評価図書案に対する環境の保全の見地からの主
な意見及びこれに対する事業者の見解」
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（沁）琉球新報、二○○七年一月一七日夕刊。
（師）琉球新報、同年二月二一日朝刊。
（犯）区民総会決議に基づいた、高江区の反対運動の名称が「ブロッコリーの森を守る会」であり、それを都心部
で支援する那覇ブロックとして結成されたのが「なはブロッコリー」である。
（羽）琉球新報、二○○七年二月二日夕刊。
（側）琉球新報、同年三月一四日朝刊。
（伽）代議会は区の役員で楢成される会。区の最高意志決定機関は区民総会である。
（妃）琉球新報、沖縄タイムス、同年四月五日朝刊。
（⑬）琉球新報、同年五月一八日朝刊。
（側）沖縄タイムス、同年六月一五日夕刊。
（妬）琉球新報、同年六月一八日夕刊。
（妬）琉球新報、同年六月二八日朝刊。
（〃）さらに基地建設を引き受ける中央ｌ「地元」という新たな関係性を作り出す暴力もここにおいて作動して
いることを指摘する必要があるだろう。
（蛆）沖縄タイムス、二○○七年八月二四日朝刊。
（
伯
）
真
喜
志
他
（
二
○
○
○
二
六
七
’
九
）
。
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（印）琉球新報、二○○二年八月五日朝刊。
（別）ＷＷＦジャパン（二○○七年六月）。
（鬼）ＷＷＦジャパン（二○○七年一○月）。
（田）琉球新報、二○○六年五月一五日夕刊。
（別）琉球新報、二○○六年一二月一二日朝刊。同記事では、米政府が一九八○年にノグチゲラの保護指定の必要
性
を
認
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
放
腫
し
て
い
た
と
し
て
、
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
が
二
○
○
三
年
に
も
同
政
府
を
提
訴
し
、
二○○四年に和解が成立した後も手続きを怠っていたことから、再提訴に踏み切ったことが述べられている。
（
閲
）
琉
球
新
報
、
二
○
○
七
年
一
月
二
二
日
夕
刊
。
（記）琉球新報、同年五月二二日夕刊。
（
訂
）
琉
球
新
報
、
同
年
八
月
二
四
日
朝
刊
。
音
楽
祭
に
は
民
謡
歌
手
の
大
工
哲
弘
、
ア
フ
リ
カ
音
楽
の
近
藤
ヒ
ロ
ミ
＆
ト
ー
シ
ー
、
ユ
ー
ル
＆
ミ
ナ
＋
Ａ
Ｍ
ｌ
Ｎ
Ａ
、
フ
ラ
・
ハ
ラ
ウ
・
ア
プ
ア
エ
ナ
、
カ
ヴ
ァ
イ
カ
ヘ
ラ
ニ
マ
リ
エ
な
ど
多
方
面
か
ら
の
ミ
ュ
ー
ジシャンが参加した。
（記）琉球新報、同年六月二三日。出演ミュージシャンは沖縄インディーズを代表する面々であった。⑫訂－８ｍ［○
ｓの⑫亘、勢理客オーケストラ、ジョニー宜野湾ロミコョ召団畠○弓、南国ドロップスだった。
（閲）「ヘリパッドいらない」住民の会（二○○七年八月一一四日）。
（帥）屋嘉比収（二○○九）。特に第五章「質疑応答の喚起力」を参照されたい。さらに、この当事者性そのもの
が
間
断
な
く
書
き
換
え
ら
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
座
り
込
み
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
当
事
者
性
は
開
か
れ
な
が
ら
、
同
時
に
厳
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（
餌
）
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
二
○
○
六
年
五
月
一
四
日
朝
刊
。
（別）詳細は、儀保昇（二○○七）または岡田美乃（二○○六）に詳しい。
（閉）合意してないプロジェクトは、二○○五年二月九日にできた日米合意に反対するネットワーク。大学教員、
大
学
生
、
会
社
員
、
フ
リ
ー
編
集
者
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
芸
術
家
、
学
芸
員
な
ど
が
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
（妬）芸能や祭りで集落を練り歩く行列のこと。
し
く
問
い
直
さ
れ
て
い
く
側
面
も
持
つ
。
（
団
）
と
同
時
に
、
酒
井
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
過
去
が
究
極
的
に
は
理
解
不
可
能
な
こ
と
に
注
意
を
促
し
続
け
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ゆ
え
過
去
は
あ
く
ま
で
歴
史
的
他
者
で
あ
り
続
け
る
と
い
う
命
題
」
（
一
九
九
一
Ⅱ
二
○
○
二
ｍ
一
九
）
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
当
時
者
と
い
う
自
明
性
を
常
に
疑
い
、
自
己
と
い
う
自
明
性
を
疑
う
こ
と
か
ら
歴
史
に
対
し
て
開
か
れ
る
振
る
舞
い
で
あ
る
。
（
腿
）
伊
部
岳
闘
争
に
関
し
て
は
、
比
嘉
康
文
（
二
○
○
｜
）
の
秀
逸
な
ル
ポ
タ
ー
ジ
ュ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
比
嘉
（
一
九
八
八
）
は
、
沖
縄
の
自
然
保
護
運
動
は
「
日
本
復
帰
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
り
、
米
国
や
本
土
の
大
企
業
が
進
出
し
た
一
九
六
○
年
代
後
半
か
ら
は
じ
ま
っ
た
」
（
二
○
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
伊
部
岳
闘
争
以
前
に
も
、
屋
部
村
（
現
名
護
市
屋
部
）
に
お
い
て
一
九
六
四
年
に
琉
球
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
工
場
が
設
立
さ
れ
た
後
、
工
場
か
ら
の
煤
塵
が
飛
散
し
公
害
を
起
こ
す
と
い
う
事
態
が
起
き
た
。
そ
の
被
害
に
対
処
す
る
た
め
、
地
域
住
民
が
「
安
和
・
勝
山
区
煤
塵
対
策
委
員
会
」
を
一
九
六
九
年
に
結
成
し
、
会
社
に
抗
議
。
一
九
七
一
年
に
住
民
側
が
勝
利
を
収
め
る
。
ま
た
金
武
湾
闘
争
も
同
様
に
六
○
年
代
後
半
に
起
き
る
こ
成し、会“
とになる。
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（町）この運動におけるモードの相違、すなわち自己の自己に対する、そして自己の他者に対する配慮（三ｓの一
因ｏＥ８目［二○一一一］）の変遷は非常に興味深い。これは快楽／欲望の社会的位冠の変化にも関わるが、こ
れについては別稿で論じる。
（閉）座り込みの空間のテンポラリティについては、エ臭一己囚の竜（］ｇ］Ⅱ］①＆）と阿部（二○○八）を参照されたい。
（冊）また新城郁夫（二○一二）は同引用箇所を、屋嘉比の思想と実践に引きつけながらさらに展開しつつ論じて
いる。同様の実践として、岡本恵徳の「水平軸の発想」を論じるなかで、沖綱（人）という概念を「である」
ものから「となる」ものとして考察した土井（二○○九）の論考も参照されたい。
（わ）その先駆的例として例えば、現代の世界的な反米基地運動と米軍世界再編に追ったシ己『の乏呑。（二○｜｜）
や林博史（二○’一）、大西洋のディエゴ・ガルシアの軍事基地化について論じた□四くこ云己の（二○○九）、
大東諸島における米軍占領下における「国民」と「外国人」の主体編制と統治について論じた土井智義（二
○一二）などが挙げられるだろう。
（Ⅶ）高江の座り込みはその後、二○○八年一一月に国による通行妨害処分の申し立てが行われ、二○○九年一二
月には住民二名の仮処分が決定される。その後高江住民は本裁判を申し立て、二○一○年一月から公開裁判
が行われる。二○一二年一一一月には第一審判決が出されるが住民側が控訴し、現在に至る。座り込みは本論文
執筆中の二○一二年六月においても未だ継続中であり、七月二日を迎えると六年目に入ることになる。引き
続きこの問題を注視していかなければならない。
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